
 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２３年１２月１２日 

 

令和５（2023）年度第４回定例記者会見開催のお知らせ 

 

 
日時：2023 年 12 月 14 日（木）10:30～11:45 

場所：豊橋技術科学大学 事務局３階大会議室 

YouTube：https://youtube.com/live/OQaLRpz5fr0 

 

※同日 10:00～10:30 において、東三河県庁との協定締結式を執り行います。 

 多くのご参加をお待ちしております。 

 

 

＜本件連絡先＞            

総務課広報係 岡崎・高橋      

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 

＜記者会見項目＞ 

①地図アプリ「おにどこ」利用者の都市イメージ 

～デジタルマップ・ストリートビューの利用が生む都市イメージの解明に向けて～ 

【建築・都市システム学系 准教授 水谷 晃啓】（別紙１） 

 

②ダイバーシティ推進センターの活動報告（別紙２） 

【ダイバーシティ推進センター長 中野 裕美／ダイバーシティ活動支援学生 金子 光瑠】 

 

③職場を明るくする対話のできる移動型サービスロボットの開発 

～学長秘書サポートロボットのプロトタイプを開発し実証を開始しました～ 

【情報・知能工学系 教授 三浦 純】（別紙３） 

※会見後、事務局２階秘書室前にてデモンストレーションを行います。 

 

④令和５年度 文部科学大臣賞を総合教育院 教授 中森康之の共編著『蝶夢全集 続』

が受賞しました ～文学史を書き換える根源となる研究～ 

【総合教育院 教授 中森 康之】（別紙４） 

 

⑤令和５年度「STI for SDGs」アワード 科学技術振興機構理事長賞を受賞 

～小規模廉価型メタン発酵システムによる「誰ひとり取り残さない」社会の実現～ 

【応用化学・生命工学専攻 博士前期課程２年 宮里 真珠】（別紙５） 

 



＜別紙１＞ 
国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０２３年１２月１２日 

 
＜概要＞ 

デジタルマップやストリートビューを搭載した地図アプリを通して、あらゆる土地の情

報を時間や距離の制約を受けず取得できるようになった現在、人々が都市に抱くイメージ

やそのプロセスには変化が生じていると考えられます。本研究では、地図アプリの利用が

生み出す都市イメージをスケッチマップ調査から分析し、その特徴を明らかにすることで、

地図アプリをいかに都市と人々をつなぐツールとして有効に活用していくことができるか

考察を行いました。 

 

＜詳細＞ 

地域に対するイメージや景観特性について、これまで様々な調査や研究が行われていま

すが、それらの多くは都市空間における実体験を通して記憶された経験に基づいた「イメ

ージ」が対象とされてきました。情報化が進み、デジタルマップやストリートビューを

搭載した地図アプリの利用頻度が増した現在、実体験のみならず地図アプリの利用を

通して記憶された経験が、人々の都市に対する「イメージ」の形成に影響を与えてい

ると考えられます。豊橋技術科学大学建築・都市システム学系 水谷晃啓准教授らの研

究チームは、豊橋市中心部に位置する安久美神戸神明社周辺を対象地とし、デジタルマッ

プとストリートビューが併用可能な地図アプリ「おにどこ」を用いた実験を行いました。

実験では、周辺地域に対して「土地勘を有する」グループ、「土地勘を有しない」グルー

プを対象として、スケッチマップとよばれる被験者が描画した手描き地図に対する分析を

行いました。「おにどこ」使用前のスケッチマップと使用後のスケッチマップに描かれた

要素（①エレメント種類，②エレメント数，③パスの総距離，④描画面積の集計及びイメ

ージの重心とその方角）の変化が、被験者の「おにどこ」の利用方法といかに関係してい

るか調査することで、「おにどこ」の利用が生み出す都市イメージの特徴を明らかにしま

した。 

 実験・分析結果から「おにどこ」の利用が生み出す都市イメージの特徴として、(1)「土

地勘を有する」グループ、「土地勘を有しない」グループともに「おにどこ」使用によって

都市に対する認知度があがることが明らかとなりました。特に、「土地勘を有しない」グル

ープに対して、その効果が高くみられる傾向があることが示されました。さらに、「おにど

こ」の使用によって、(2)イメージマップの中心となる「安久美神戸神明社」の位置を示

すイメージ重心が神社中心へと補正されることが明らかになりました。このイメージ重心

の補正は(3)「土地勘を有する」グループ、「土地勘を有しない」グループともに被験者の

居住地から対象地域へ流入する方向と概ね一致する傾向があることがわかりました。加え

て、(4)「おにどこ」の利用合計時間に占めるストリートビューの利用時間が長いユーザー

は線的に広がった形状のスケッチマップを、デジタルマップの利用時間の長いユーザーは

面的に広がったスケッチマップを描く傾向が確認でき、使用した機能から得られる情報が

都市イメージの形成に影響していることがわかりました。

地図アプリ「おにどこ」利用者の都市イメージ 
～デジタルマップ・ストリートビューの利用が生む都市イメージの解明に向けて～ 



 
＜今後の展望＞ 

本研究を通して、「おにどこ」のような地図アプリの利用が、都市の空間情報の獲得を主

とした中心性のあるイメージ形成に有効であること、その利用方法や利用時間に影響を受

けることがわかりました。特に土地勘を有さないユーザーに対しての効果が大きく、その

地を訪れたことがない人々に対しても都市イメージの形成を促すことができるという点か

ら、「おにどこ」のような地図アプリをその地域の魅力を発信するツールとして活用してい

くことができると考えられます。時間や距離の制約を超えた仮想的な都市空間体験を可能

とする地図アプリが、多くの人々と都市とを円滑に繋ぐツールとして活用されることが期

待されます。こうしたデジタル技術によって変化した / するだろう人々の都市イメージ形

成について、今後も注目していきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.「おにどこ」に搭載したデジタルマップとストリートビュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.調査対象範囲とスケッチマップ描画に対する分析内容 

 

＜論文情報＞ 

水谷晃啓,徳原崚人: 地図アプリ「おにどこ」利用者の都市イメージに関する研究-「おに

どこ」使用前後のスケッチマップの比較を通して-,日本建築学会技術報告集,29 巻 73 号

p. 1665-1670, 2023 年 DOI : https://doi.org/10.3130/aijt.29.1665 

 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課広報係 岡崎・高橋 

TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509 
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＜別紙２＞ 
国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０２３年１２月１２日 

 

 

（１）PRIDE 指標 2023（報告） 

11 月 7 日に一般社団法人 work with Pride が策定した LGBTQ に関する取組評価指標 

「PRIDE 指標 2023」において「シルバー」を取得しました。 

 

（２）LGBTQ＋環境整備：防犯ブザー等の設置（報告） 

学生からの声を反映してキャンパス内の環境整備を行いました。 

・Ａ棟トイレに防犯ブザー設置 

・更衣室の代わりとして、みんなのトイレにフィッティングボード設置 

 

（３）女性のための管理職セミナー（報告） 

名古屋大学副総長 束村博子教授を講師に迎え、大学運営に関わってこられた先生の経

験から、次世代を担う女性に向けた応援メッセージまで、幅広くお話しいただきました。

また、講演会の後には、懇談会の時間を設け、活発な意見交換が行われました。 

 

（４）ダイバーシティ活動支援学生との活動（報告） 

｢多様性×理解＝大学の未来｣を大きなテーマとして、LGBTQ+のこと、大学院進学率のこと

について考える座談会を、ダイバーシティ活動支援学生メンバーが主体となり開催しま

した。 
第１回「みんな違ってみんないい」 
第２回「最近大学院生増えたよね～．．．本当に？？」 

 
 
（４）について、ダイバーシティ活動支援学生※から報告します。 
 
※ダイバーシティ活動支援学生とは 

ダイバーシティと工学の視点をもった新しい知や価値の創出を先導し得る先駆的な技術者・

研究者の人材育成のため「ダイバーシティ活動支援学生」を募集し、採択された学生です。 
 

ダイバーシティ推進センターの活動報告 

担当者 ：ダイバーシティ推進センター事務局 森田・松原・梅藤 TEL:0532-44-6502 

【ダイバーシティ推進センター ＵＲＬ】https://equal.tut.ac.jp/ 

広報担当：総務課広報係 岡崎・高橋 TEL:0532-44-6506 



1

豊橋技術科学大学

ダイバーシティ推進センター長

中野裕美

ダイバーシティ推進センター

☆PRIDE指標2023 シルバー認定

☆LGBTQ環境整備：防犯ブザー等の設置

☆女性のための管理職セミナー報告

☆ダイバーシティ活動支援学生との活動報告

PRIDE指標2023

・文科省より、性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性
に関する国民の理解の増進に関する法律（令和５年法律第６８号）
が公布

2

LGBTQ＋の人々が誇りを持って働ける職場の実現を目指して

1.Policy (行動宣言)
2.Representation (当事者コミュニティ)
3.Inspiration (啓発活動)
4.Development (人事制度・プログラム)
5.Engagement/Empowerment（社会貢献・渉外活動）



・ユニバーサルデザインマップ

（右図本学のマップ）

スロープの位置、段差や車いすが

通りにくい位置

みんなのトイレ、おむつ交換

LGBTQ環境整備

3

●防犯ブザー
（女子トイレ、男子トイレ、
みんなのトイレに設置）

●フィッティングボート
（みんなのトイレに設置）

女性のための管理職セミナー

4

講演会の様子

懇談会の様子



ダイバーシティ活動支援学生による座談会（2023）

5

ダイバーシティ推進

• より働きやすく学びやすい職場環境のため、

学内の意識や風土改革のための活動をします。

• ダイバーシティ推進のための活動を地域や他大学と

連携しながら積極的に行っていきます。

• ダイバーシティ推進のために、関連する情報を提供し

「見える化」を行います。

6



7

企画：ダイバーシティ活動支援学生
主催：ダイバーシティ推進センター

第一回座談会

みんな違ってみんないい

多様性×理解 = 大学の未来

結論：LGBTQ+は困難に陥りやすく、かつ支援を得にくい

→LGBTQ＋の抱える困難は社会的な要因も大きい

LGBTQ＋当事者の自助努力や自己責任の問題とせず、制度や環境を整えよう！

第一回座談会内容（LGBTQ+）

8

1. TUTではどのような問題が発生するか
２. それをどのように解決するか

3. 最終的に技科大生のあるべき姿はなにか

今回のグループ討論で話し合った事項

施設（ facility ）・・・
☆性別にとらわれた施設利用の緩和
☆理解の場を設ける

こころのあり方（ mind ）・・・
☆お互いを尊重し、踏み込みすぎない
☆年配者の理解
☆学術的に理解する機会を設ける

討論結果のまとめ



9

企画：ダイバーシティ活動支援学生
主催：ダイバーシティ推進センター

第二回座談会

最近大学院生増えたよね～
…本当に？？

10

第二回座談会内容（本学女子学生比率および院進学率の向上）

女性を含めたチームで開発した特許は経済価値が男性のみのチームの1.2倍
工学分野は特に女子学生が少なく、本学の女子学生比率もわずか14％である
性別にかかわらず本学では大学院進学率が低下している

工学系では性別、国籍を問わず多様な人材が求められている
本学の女子学生比率と大学院進学率を増やすには？？

本学の現状や課題についてグループ討論

技科大に入学する魅力と意見

・高専と環境が変わらない
・研究が好きで金銭的余裕があれば
・目的意識がないならおすすめしない
・高専卒より給料が高い
・学生生活が楽しめる
・おすすめしない
・給付型奨学金がある

討論結果のまとめ

・自主的な姿勢が身につく
・海外派遣プログラムがある（系による）
・研究に興味があれば
・書類審査のみで進学できる
・迷っているなら行くべき
・金銭的余裕があるなら
・おすすめしない

技科大院に進学する魅力と意見

結論：「工学部＝男子」という概念を壊す施策が必要
高専卒でも就職先が多いため大学（および院）に進学していない
技科大の魅力をもっと発信（開発）しなければいけない



＜別紙３＞ 
国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０２３年１２月１２日 

 
 

＜概要＞ 

 豊橋技術科学大学では、追手門学院大学、新東工業株式会社とともに、人と対話し、移動

しながら様々なサービスを提供するロボットの研究開発を進めており、最初の具体的なタ

ーゲットとして、学長秘書サポートロボットのプロトタイプを開発し、実証を開始しました。

今回は、研究開発の構想とプロトタイプの紹介・実演を行います。 

 
＜詳細＞ 

豊橋技術科学大学では、2010 年度に設立された人間・ロボット共生リサーチセンターを

中心に、人と共生し、人を助けるロボットの研究開発を進めてきました。また、知の拠点

あいち重点研究プロジェクト第 II期（2016～2018 年度）、第 III 期（2019～2021 年度）

の研究プロジェクトでは、豊橋技術科学大学、追手門学院大学、新東工業株式会社を中心

に、見守りロボット「くるみ」の開発を行ってきました。 
近年、人手不足を背景に、日々の業務を支援するサービスロボットへの期待も高まって

います。そこで、人と対話することが可能で、移動しながら様々なサービスやサポートを

行うロボットの実現を目指し、研究開発を進めてきました。音声対話機能を組み込んだ

「くるみ」に、人物認識・自律移動機能を実装し、移動型

サービスロボットのプロトタイプを構築しました。現在、

第一弾のターゲットとして、学長秘書サポートロボットを

選んでプロトタイプを開発し、実証を開始しています。秘

書からの指示を理解し、来客を学長室に案内したり、お茶

を運んだり、お帰りの時間を知らせに行ったりと、通常秘

書が動きながら行う業務をロボットで代替し、秘書とロボ

ットが協力して業務にあたります。これまでに、来客を学

長室に案内する機能を実現しましたので、その実演をご覧

いただきます。今後、その他の機能を実現し、また他の学

内の業務への応用を検討していきます。 

 

 

職場を明るくする対話のできる移動型サービスロボットの開発 
～学長秘書サポートロボットのプロトタイプを開発し実証を開始しました～ 

 
「くるみ」による案内の様子 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課広報係 岡崎・高橋 

TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509 



TOYOHASHI
UNIVERSITY OF TECHNOLOGY

職場を明るくする
対話のできる移動型サポートロボットの

研究開発

豊橋技術科学大学 第3回定例記者会見
2023年12月14日

豊橋技術科学大学 情報・知能工学系 教授 三浦 純

追手門学院大学 心理学部 心理学科 教授
豊橋技術科学大学 特命教授

井佐原 均

新東工業株式会社 プロジェクトマネージャー 鈴木 薪雄

～学長秘書サポートロボットのプロトタイプを開発し
実証を開始しました～

TOYOHASHI
UNIVERSITY OF TECHNOLOGY

サポートロボット導入の背景と現状

 人手不足（ニーズ）
– サービス低下，長時間労働，ストレス

 技術の進展（シーズ）
– ロボット技術・AI技術進展，安全性・信頼性向上

 多くの移動型サービスロボット
– 決められた作業をこなす

• 配膳ロボット

• 掃除ロボット

• 警備ロボット

– 人とのやりとりはない

 対話型ロボット・AIスピーカー

– 音声対話による指示

– 移動することはできない

1

対話のできる
移動型サポートロボット

・自然で自由な会話
・高いコミュニケーションスキル

新たな研究開発分野としての



TOYOHASHI
UNIVERSITY OF TECHNOLOGY

本研究開発の背景・経緯

 人間・ロボット共生リサーチセンターにおける研究開発

– 福祉介護ロボット開発

– ロボットキャンパス構想

 知の拠点あいち重点研究プロジェクト（第II期，第III期）

 新東工業先端融合ロボティクス共同研究講座

 自律移動ロボット研究の蓄積

2

TOYOHASHI
UNIVERSITY OF TECHNOLOGY

福祉介護ロボット開発

 人間・ロボット共生リサーチセンター
（2010年度～）

– 2012年度～2016年度 文部科学省特別経費
「超高齢社会を活性化する次世代介護シス
テム・ステーションの開発」

 医師と患者に寄り添うロボット：
回診支援ロボットTerapio

– 本学と福島県立医科大学の共同開発

– 医師追従機能，電子カルテ機能，録画録音
機能，備品収納・管理機能

 ロボットキャンパス構想

– ロボットに出会えるキャンパス

– ロボットが日常的に業務を行う
3



TOYOHASHI
UNIVERSITY OF TECHNOLOGY

知の拠点あいち重点研究プロジェクト

 第II期（2016年度～2018年度）：
介護医療コンシェルジェロボット

– 介護施設や病棟を自動巡回

– 巡回時の状況を職員に通知

– 触っても安全な柔軟外装

 第III期（2019年度～2021年度）：
寄り添い型対話システム

– 人同士の対話を参考にした人間的な会話

– 介護ロボットへの搭載

4

参画機関：豊橋技術科学大学，神奈川工科大学，新東工業㈱，
㈱ケーイーアール，㈱三重ロボット外装技術研究所，
あいち産業科学技術総合センター，パラマウントベッド㈱，
(福)天竜厚生会，(医)さわらび会福祉村病院，
国立長寿医療研究センター，福島県立医科大学

参画機関：豊橋技術科学大学，追手門学院大学，
新東工業㈱，(福)さわらび会

TOYOHASHI
UNIVERSITY OF TECHNOLOGY

自律移動ロボット研究

5

屋外道路走行

屋内自動走行

案内走行

付添い走行



TOYOHASHI
UNIVERSITY OF TECHNOLOGY

対話のできる移動型サポートロボット

6

案内

話し相手

受付・説明

付添い・運搬

 日常的かつ多様な実際の業務へのロボットの導入

– 常にロボットが働いている環境を目指す

– ロボットの技科大

TOYOHASHI
UNIVERSITY OF TECHNOLOGY

学長秘書サポートロボットのプロトタイプ

 秘書業務

– スケジュール管理・調整

– 電話・来客対応

– 案内・お茶出し

7

くるみちゃん，
お客様をご案

内して

わかり
ました！

こちらです
どうぞお入り
ください

お待たせ
しました

こちらへどうぞ

技術要素
 秘書の音声指示を認識
 目的地まで自動的に誘導
 来客との位置関係を維持
 状況に応じた発声

実機での案内の実演を
ご覧いただきます



TOYOHASHI
UNIVERSITY OF TECHNOLOGY

まとめ

 対話のできる移動型サポートロボットの開発の第一弾として，学長秘書サポ
ートロボットのプロトタイプを開発し，実証を開始

 技科大を中心としたこれまでのロボット研究開発の成果を活用

 さまざまな仕事へ広げていき，いつもロボットが働いている「ロボットキャ
ンパス」に

8



＜別紙４＞ 
国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０２３年１２月１２日 

 
＜概要＞ 

総合教育院 教授 中森康之の共編著『蝶夢全集 続』が令和５年度 文部科学大臣賞を受

賞しました。本書では、豊橋市立図書館にしかない資料（書簡など）も使用しています。

本書を基にした研究が進めば、文学史が変わります。 

この賞は、令和４年度に刊行された俳文学（連歌・俳諧・俳句など）関係の研究書のう

ち、最優秀研究著書に贈られるものです。昭和 29 年（1954 年）から現在まで続いている

伝統ある賞です。 

 

＜詳細＞ 

・『蝶夢全集』（田中道雄・田坂英俊・中森康之共編著、2013 年 5 月、和泉書院）と合わせ

て評価されました。 

・正編、続編合わせて、蝶夢に関する（知り得る限りの）全資料を収録しています。 

・選考委員会において、「続編に収める 477 通の書簡は圧巻」、「芭蕉が芭蕉として今の時代

に存在価値を持つ、その根源を見つめ直す画期的なもので、俳諧史研究における意義は

大きい」（審査概要）と評価されました。 

・蝶夢とは 

 □□□ 江戸時代中頃、蕪村と同じ時代の僧侶で俳人。 

 □□□ 当時は蕪村と並ぶ偉大な存在だったのに、現在では忘れられた人。 

 □□□ 日本初の芭蕉全集を出版した人。 

 □□□ 「旅の詩人芭蕉」、「わび・さびの詩人」というイメージを作った人。 

 □□□ 流派を越えた俳人の全国的ネットワークを形成し、「芭蕉へ帰れ」という運動（「蕉風

復興運動」）をリードした人。 

 

＜今後の展望＞ 

・学術的には、本書を基に、文学史を書き換える研究を進めます。 

・一般の方に向けて、蝶夢の素晴らしさ、偉大さを知ってもらう活動（本の執筆など）を

行いたいと考えています。 

令和５年度 文部科学大臣賞を 

総合教育院 教授 中森康之の共編著『蝶夢全集 続』が受賞しました 

～文学史を書き換える根源となる研究～ 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課広報係 岡崎・高橋 

TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509 

主 催 者：伊賀市及び芭蕉翁顕彰会 

受 賞 名：令和５年度 文部科学大臣賞 

書  名：『蝶夢全集 続』（2022 年 11 月、和泉書院） 

共編著者：田中道雄、田坂英俊、玉城司、中森康之、伊藤善隆 



令和５年度 文部科学大臣賞受賞

共編著『蝶夢全集続』（2022年11月、和泉書院）

～文学史を書き換える根源となる研究～

豊橋技術科学大学
総合教育院
教授 中森康之 2023/12/14

自己紹介
氏 名：中森康之（なかもりやすゆき）
専門分野：日本文学（近世俳諧）、日本文化
主な著書：
『松尾芭蕉 21世紀日本文学ガイドブック5』（ひつじ書房、2011年、共著）
『蝶夢全集』（和泉書院、2013年、共編著）
『近世文学史研究 第2巻』（ぺりかん社、2017年、共著）
『江戸の学問と文藝世界』（森話社、2018年、共著）
『芭蕉の正統を継ぎしもの 支考と美濃派の研究』（ぺりかん社、2018年、単著）



令和5年度 文部科学大臣賞
令和4年度に刊行された俳文学（連歌・俳諧・俳句など）関係の研究書のうち、
最優秀研究著書に贈られる賞。
昭和29年（1954）から現在まで続いている伝統ある賞。

＊「歴代受賞著作一覧」（別紙）参照
主催：伊賀市及び芭蕉翁顕彰会
対象著書：
・田中道雄、田坂英俊、玉城司、中森康之、伊藤善隆編著『蝶夢全集 続』

（2022年11月、和泉書院）
・田中道雄、田坂英俊、中森康之共編著『蝶夢全集』

（2013年5月、和泉書院）

『蝶夢全集』『蝶夢全集続』
蝶夢：江戸時代の俳人の名前
現在知り得る限りの蝶夢関係資料を全て収録。

・正編（『蝶夢全集』）
発句篇、文章篇、紀行篇、俳論篇、編纂的著作篇、編纂した撰集、
解題、「文人僧蝶夢ーその事績の史的意義」（解説論文）、年譜、同時代
の主な蝶夢伝資料など

・続編（『蝶夢全集 続』）
連句篇、点巻篇、書簡篇、蝶夢追善俳書集、参与俳人等名録集、正編の補
遺、解題、「列島にくまなく蕉風俳諧を」（解説論文）、「蝶夢伝のため
の諸資料」など



評 価 ＊全体は「審査概要」（別紙）

本書により、全国に遍在する蝶夢の人と作品および蕉風復興を主とする俳諧活動の全貌
を俯瞰することが可能となった。

目的・内容ともにスケールの大きな研究で、俳諧史的意義など学術的水準の高さという
点においても、本年度の文部科学大臣賞にふさわしい著書である。

続編に収める477通の書簡は圧巻であり、蝶夢の驚異的な芭蕉復興運動を具に語るのみな
らず、文芸資料として充実した内容を備えており、また、18世紀後半の世相を知る歴史
風俗資料としても価値が高い。

蕉風復興運動に大きく貢献した蝶夢の俳諧活動の研究は、芭蕉が芭蕉として今の時代に
存在価値を持つ、その根源を見つめ直す画期的なもので、俳諧史研究における意義は大き
い。『五色墨』を端緒に始まったとされる蕉風復興運動の研究に今後大きな進展が予想
され、芭蕉そのものの再発見につながるものと期待される。

本書がなぜ画期的なのか
蝶夢は江戸時代中期に、俳諧史上、極めて重要な役割を果たしたのに、

今では忘れ去られ、その活動、作品の全貌が分からなくなっていた。

蝶夢の全貌が明らかになると、俳諧の存在意義、俳諧史が変わる。

→50年以上前から一部の研究者は気づいていた。

→あまりの困難さに、誰も手が出なかった。

→田中が1971年頃から開始。私と田坂が2008年に加わった。

2013年の正編出版後、さらに玉城と伊藤が加わった。



蝶 夢 （五升庵）

（『蝶夢全集』口絵より）

享保17年（1732）-寛政7年（1795）

蝶 夢
江戸中期の僧侶、俳人、蕪村と同じ時代

芭蕉の俳風を世に広め、芭蕉をカリスマ化し、

蕉風復興をリードした、芭蕉顕彰の最大の功労者

流派を越えて俳人の全国的ネットワークを形成し、

「蕉風復興運動」を全国規模に展開した運動のリーダー



蝶 夢
日本初の「芭蕉全集」を出版した
伝記：『芭蕉翁絵詞伝』

→「旅の詩人」、「わび・さびの詩人」という
芭蕉のイメージを作った

作品集：『芭蕉翁発句集』『芭蕉翁俳諧集』『芭蕉翁文集』
→芭蕉の正確な作品を手軽に読めるようにした

蝶夢がいなければ、
現在の「芭蕉」のイメージ、評価はなかった。

豊橋との関係
蝶夢を支えた富商の門人がいた。
木朶（もくだ）：古市長兵衛、五束斎、吉田の宿屋の主人。
古帆（こはん）：植田義方（うえだよしえ）。吉田藩御用達。

賀茂真淵に国学を学び、俳諧、能楽でも名
を知られ、菅江真澄とも交流した。

豊橋市図書館に、蝶夢・木朶・古帆の関係資料が多く所蔵され
ている。
・「植田古帆宛蝶夢書簡集」（20通）
＊古帆に伊良湖の海苔を貰って蝶夢が大変喜んでいる書簡など



本書の研究史上の意義
（1）俳諧史（文学史）の書き換え：「狭い文学史」→「広い文化史」

・現在の俳諧史：「近代から見た作品の頂点中心主義の俳諧史」
（近代から見て「いい作品」だけをつまみ食い）

芭蕉→蕪村→一茶
・他の俳人はほとんど知られていない。
・俳諧は、特別な作家（俳人）だけのものではなく、多くの人々
の楽しみであり、膨大な作者がいた。出来上がった作品だけで
はなく、人々の「活動」の総体が文化としての俳諧。
→本書によってその実態がかなり明確になった。

芭蕉
（支考） 蝶夢

蕪村 一茶

現在の俳諧史

忘れられた俳諧史
近現代俳句

近現代俳句
断絶・否定

本書の研究史上の意義
（2）近代俳句との連続性が明らかとなる（断絶→連続）

その他の俳人



本書の研究史上の意義
（1）現代における俳諧の存在意義の捉え直し（文学→文化）。

江戸中期の人々にとって、俳諧（文学）とは何か。
彼らの「生きること」をどのように支えていたか。

（2）近世俳諧と近代俳句の捉え直し（断絶→連続）。
芭蕉の俳句（発句）が近現代俳句の源流であり、
近世俳諧と近現代俳句は連続している。

蝶夢の作品（発句）
発句は約4,000句

• 遠江の入野ゝ浦より眺望
むら松やみどりたつ中に不尽の山

• 丹後の大内峠より眺望
橋立や松を時雨のこえんとす

• 青梅や仰げば口に酢のたまる

• うづみ火や壁に翁の影ぼうし













＜別紙５＞ 
国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 

 

２０２３年１２月１２日 

 

豊橋技術科学大学 資源循環工学研究室と株式会社豊橋バイオマスソリューションズは、令和

５年度「STI for SDGs」アワードにおいて、科学技術振興機構理事長賞を受賞しました。「STI for 

SDGs」アワードは、科学技術振興機構主催の科学技術・イノベーション（Science, Technology and 

Innovation：STI）を用いて社会課題を解決する優れた取り組みを表彰する制度です。 

 
【取り組み名】 
『小規模廉価型メタン発酵システムによる「誰ひとり取り残さない」社会の実現』 

 
【取り組みの概要】 
近年、地球温暖化による気候変動の影響から、再生可能エネルギーへの切り替えや環境へ負荷

をかけないことの重要性が注目されています。そのための手段の１つとして、家畜の糞尿などか

らメタンガスを発生させるバイオガス生産も各地で行われていますが、実際には規模が大きく高

額なシステムがほとんどで、中規模以下の畜産農家などが導入するのは難しい状況です。同研究

室では、研究成果を活用して、個人経営の中規模農家でも導入できるような、小規模廉価型のメ

タン発酵システムを開発しました。家畜の糞尿などの資源を有効活用し、臭いや汚物処理につい

ての農家の課題解決と売電による収益向上を実現しました。2016年に愛知県で国内初となる中規

模養豚農家への導入を実現した後は、さらに実績を重ね、2021年にはこのシステムを社会に広め

ていくための大学発ベンチャー企業も創設しました。 

この取り組みは、既存の技術を誰もが利用できることを目指しローテク化する「誰ひとり取り

残さない技術開発」の視点が評価され、科学技術振興機構理事長賞を受賞しました。 

 

【参考】令和５年度「STI for SDGs」アワード 受賞取り組みの決定について 

https://www.jst.go.jp/pr/info/info1649/pdf/info1649.pdf 

 

令和５年度「STI for SDGs」アワード 
科学技術振興機構理事長賞を受賞 

～小規模廉価型メタン発酵システムによる「誰ひとり取り残さない」社会の実現～ 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課広報係 岡崎・高橋 

TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509 



小規模廉価型メタン発酵システムによる
「誰ひとり取り残さない」社会の実現

国立大学法人豊橋技術科学大学資源循環工学研究室
株式会社豊橋バイオマスソリューションズ

令和5年度「STI for SDGs」アワード
科学技術振興機構理事長賞 受賞

小規模廉価型メタン発酵システムによる
「誰ひとり取り残さない」社会の実現
令和5年度「STI for SDGs」アワード 科学技術振興機構理事長賞 受賞
「STI for SDGs」アワードとは：
科学技術イノベーション（Science, Technology and Innovation： STI）
を用いて社会課題を解決する優れた取組を表彰する制度（科学技術振興機構主催）
文部科学大臣賞に次いで優れた取組の中でも、
STI の活用において特に優れている 1 件の取組として選出された。

取り組み：
これまで大規模で高額であったメタン発酵システムを
誰もが導入できるよう小規模廉価化に開発し、
国内初となる中規模養豚農家への導入を実現した。
家畜の糞尿などの資源を有効活用し、
臭いや汚物処理についての農家の課題解決と売電による収益向上を実現した。

評価ポイント：
既存の技術を誰もが利用できることを目指しローテク化した
「誰ひとり取り残さない技術開発」の視点

1



SDGsの達成に向けて…
多くの企業
✓最先端の技術の研究

→ 導入に高額なコスト
→ 裕福な地域のみ導入可能

世
界
人
口 裕福

貧困

貧困層は導入できない
→ 格差の拡大

貧困層も導入可能
→ 生活水準を向上させる

「誰ひとり取り残さない」
社会に向けて…
✓既存の技術を
誰もが導入できるように開発
＞＞＞技術開発能力の移転

最先端の技術

「誰ひとり取り残さない」技術開発

裕福層のみ
さらに裕福に

誰もが現代的な生活を送れる

導入者独自で持続的な開発

「誰ひとり取り残さない」社会を目指して
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大規模・集約型メタン発酵システムの課題と
小規模廉価型メタン発酵システムの特徴
メタン発酵システム

消化槽有機性廃棄物 バイオガス

CO2

CH4

微生物

クリーンエネルギー

大規模・集約型
メタン発酵システム

△大規模
→ 大量のバイオマスが必要
→ 限られた適地
△高額な建設コスト

平均発電量：400kW

中小規模事業者や途上国に導入困難

小規模廉価型
メタン発酵システム

平均発電量：60kW
〇小規模
→ バイオマス回収不要
→ オンサイト設置可能
〇廉価

中小規模事業者や途上国に導入可能
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2017年7月稼働開始2016年5月稼働開始 2017年7月稼働開始
愛知県豊橋市

1号機

愛知県田原市

2号機

静岡県袋井市

3号機

2018年11月稼働開始 2018年11月稼働開始 2020年6月稼働開始
三重県伊賀市

4号機

青森県東北町

5号機

愛知県豊橋市

6号機

2022年5月稼働開始 2023年2月稼働開始 2023年3月稼働開始

7号機

愛知県半田市

8号機

愛知県豊橋市

9号機

愛知県弥富市

導入した小規模廉価型メタン発酵システム
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小規模廉価型メタン発酵システムの導入効果
（第一号機導入農家）

売電以外にも様々なメリットがある

①売電

②臭気の低減

③堆肥の減容化・品質の安定化

年間売電収入：約450万（11年で減価償却の見込み; 2019年現在）

➣密閉容器内での発酵処理
➣豚舎洗浄排水の意識改革による清掃の徹底
（汚物→ 売電収入のための有価物）

➣発酵処理による有機物分解で堆肥が2/3に
→ 堆肥化処理工程の負荷軽減

④水処理の安定化
⑤脱炭素社会への貢献
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小規模廉価型メタン発酵システムの社会的意義

SDGsに加えFITおよびゼロカーボンシティの概念を周到

再生可能エネルギー固定価格買取制度（FIT）の基本概念
再生可能エネルギーの普及は、
✓地球温暖化対策、環境汚染への対処
✓日本のエネルギー自給率の向上

→ 化石燃料への依存度の低下燃料
→ 価格の乱高下に伴う電気料金の変動を抑る

✓日本を支える新たな産業の育成

日本全体に
とって大切！

地方公共団体によるゼロカーボンシティ
①一人一人が主体となり、今ある技術で取り組める
②再生可能エネルギーなどの地域資源を最大限に活用
③地域の経済活性化、地域課題の解決に貢献

脱炭素社会への移行 分散型社会への移行 循環経済への移行
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小規模廉価型メタン発酵システムが
導入地域と周辺地域に与える効果（海外）

小規模廉価型メタン発酵システム

余剰
バイオ液肥

余剰
エネルギー

家畜ふん尿

◎バイオマスの
適切な処理

バイオ液肥

◎収穫量の増加

エネルギー

◎電気の安定供給
◎クリーンエネルギー

◎収入の増加

◎収入の増加

システムを導入した地域

周辺地域

周辺地域
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＜別紙６＞ 

令和 5（2023）年度 定例記者会見日程 
 
 

第１回  ５月１７日（水） １０：３０～ 事務局３階大会議室 

中 止  ６月２２日（木） １０：３０～ 事務局３階大会議室 

第２回   ８月１０日（木） １０：３０～ 事務局３階大会議室 

第３回  ９月１４日（木） １０：３０～ 事務局３階大会議室 

中 止 １０月２６日（木） １０：３０～ 事務局３階大会議室 

第４回  １２月１４日（木） １０：３０～ 事務局３階大会議室 

第５回  １月１８日（木） １０：３０～ 事務局３階大会議室 

第６回  ２月２２日（木） １０：３０～ 事務局３階大会議室 

 

コロナウイルス感染症拡大の状況によっては、オンラインにて開催することもあります。 

定例以外に臨時で記者会見を行う場合があります。 

以 上 
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